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 私は毎年、π造形若手研究会に参加できることが非常に楽しみでした。本会

は、π系を駆使した幅広い科学の研究についての知見や視点を学ぶことができ、

さらには同年代の異分野の学生との交流ができたことが、自身にとって毎年非

常に良い刺激になりました。一方で、π造形科学には、ドイツのハイデルベル

クでの国際シンポジウムにも参加させて頂き、ドイツの学生との交流により貴

重な経験ができたことは感謝してもしきれません。 

 π造形科学に何か恩返しができないものかと考えていた矢先、光栄なことに

第５回π造形若手研究会にて学生講演という形でサイエンスへの熱い思いを存

分に語る機会を頂きました。そこで、私が研究室配属以降のおよそ５年に亘っ

て熱い情熱を注ぎ取り組んできた有機合成化学の研究を紹介させていただきま

した。自身が本会での先生方や学生の講演を聞いて刺激を受けてきたように、

自身の講演が良い刺激になっていれば幸いです。 

 これから博士課程に進学する学生のみなさんに、今現在、研究で困難な局面

を迎えている、あるいはこれからの研究で行き詰まったときには、「今ここで

限界を超えろ。」と自分に言い聞かせてみてください。その結果、やっぱり上

手く行かないという結論でも、そこで挑戦したことで得る経験は決して無駄に

はなりません。 

 最後に、π造形若手研究会の企画運営をしていただきました先生方をはじめ、

お世話になった方々にこの場を借りて厚く御礼申し上げます。 

π-System Figuration forever! 
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